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約 500 世帯が消費する電気量を地域で発電することができる。 

取 組 １ ： 採 算 性 の 高 い 一 般 家 庭 及 び 公 共 施 設 に お

け る 太 陽 光 発 電  

取 組 ３ ： 剪 定 枝 を 活 用 し た 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 に

お け る 木 質 バ イ オ マ ス 発 電  

効果１ 

現
状
と
課
題 

１ 安全性を最優先としつつ、地域の特性を踏まえ、地域に根ざしたエ

ネルギー供給に対する需要に応えるために、新たなエネルギーの枠組

みが求められている。 

２ 持続可能な地域社会を創るためには、国や地方公共団体ではなく、

住民が主体となったエネルギー産業の構築が求められている。 

３ 危機管理上の観点から、採算ベースに乗っている太陽光発電以外に

も、地産地消型エネルギーを保有することが求められている。 

 

取 組 ２ ： 安 定 的 な 水 量 を 確 保 で き る 水 路 に お け る

小 水 力 発 電  

 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

 

住民参画による環境に優しいまちづくりを進めることができる。 効果３ 

効果２ 複数のエネルギーへのポートフォリオによりリスクを分散することができる。 

 
提 言 の 要 旨 

 
全国的な普遍モデルとなり得る住民ファンドによ

る再生可能エネルギーの活用策の実現及び住民の

ふるさとの環境に対する意識の創成 


